
 

研究科・学部教授会議事録（平成２８年１月２１日（木）） 

 

Ⅰ 平成２７年１２月１７日（木）開催の研究科・学部教授会議事録について、確認の結果、これを

承認した。 

 

Ⅱ 協議事項 

１．教員人事について 

①構造展開ユニットについて 

構造展開ユニット長から、協議資料１－１に基づき説明があり、協議の結果、これを承認し

た。また、65 歳以上の教員を採用する際の特例を認める条件について、協議資料 1－１に基づ

き説明があり、協議の結果、これを承認した。 

     

    ②生物有機化学分野助教の選考について 

生物有機化学分野教授から、協議資料１－２に基づき説明があり、協議の結果、次回教授会

で選考投票を行うこととした。 

     

   ２．招へい教員等の受入について 

毒性学分野教授から協議資料２に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 

また、研究科長から、協議資料２に基づき、平成28年度の招へい教員等の受入について併せ

て説明があり、協議の結果、これを承認した。 

 

３．連携分野担当教員に係る招へい教員の受入れについて  

  研究科長から、協議資料３に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 

 

４．第３期中期目標期間中の部局における基本理念及び平成28年度年度計画等の作成について  

  薬学評価会議議長から、協議資料４に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 

併せて、軽微な修正があった場合は、対応を薬学評価会議及び執行部に一任いただくことに

ついて併せて説明があり、協議の結果、これを承認した。 

 

５．情報・広報会議に関する規程等の一部改正について 

  研究科長から、協議資料５に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 

 

６．各会議、WG等のメンバー、ミッションについて 

研究科長から、協議資料６に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 

 

７．大阪大学大学院薬学研究科における公益財団法人西村奨学財団国際交流助成制度による外国

人研究者の受入れについて 

教育推進会議議長から協議資料７－１に基づき、内規の制定について説明があり、協議の結

果、これを承認した。 

続いて、協議資料７－２に基づき、選考委員会により選出された候補者を、特任助教(常勤)

として採用すること、及び協議資料７－３に基づき、招へい研究員として受け入れることにつ

いて説明があり、協議の結果、これを承認した。 

 

 



 

８．外部評価の活用について 

薬学評価会議議長から協議資料８に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 

  

９．平成２８年度個別学力検査第１段階選抜について 

研究科長から、第１段階選抜を実施するかどうかの判断を、執行部及び入試委員に一任頂き

たい旨説明があり、協議の結果、これを承認した。 

 

１０．平成２９年度前期日程科目別連絡委員の選出について 

研究科長から、委員の選出について説明があり、協議の結果、これを承認した。 

 

１１．平成２８年度年間カレンダーについて 

学務会議議長代理から、協議資料１１に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 

 

１２．薬友会賞奨励賞の候補者について 

学務会議議長代理から、協議資料１２に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 

 

１３．平成２９年度「世界適塾入試」検討課題回答書について 

入試委員から、協議資料１３に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 

 

１４．平成２９年度「世界適塾入試」について 

学務会議議長代理から、協議資料１４に基づき説明があり、協議の結果、引き続き検討する

こととした。 

 

１５．ゲストスピーカーの変更について 

学務会議議長代理から、協議資料１５に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 

 

１６．シラバスの入力項目について 

学務会議議長代理から、協議資料１６に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 

 

１７．海外研修等の単位認定について 

学務会議議長代理から、協議資料１７に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 

 

１８．平成２９年度概算要求について 

平成29年度概算要求の資料を作成したことについて、生命情報解析学分野教授、応用生物環

境学分野教授及び会計係長から、協議資料18に基づき説明があり、これを承認した。 

研究科長から、最終案の作成については、作成担当者と執行部に一任することが提案され、協

議の結果、これを承認した。 

 

１９．大阪大学大学院薬学研究科課題解決型高度医療人材養成プログラム 平成 27 年度 地域

医療研修シンポジウムの薬学研究科主催について 

附属薬学地域医療教育研究センター長から、協議資料１９に基づき説明があり、協議の結果、

これを承認した。 

 

以上 

 


